




はせがわは、企業活動を通じて“日本の美とこころを継承し、こころ豊かな暮らしを社
会に提供する”という企業理念のもと、1929年9月「長谷川仏具店」として創業しました。
「お仏壇・お仏具事業」は、高品質かつ適正価格の商品・サービスと全国に広がるネット
ワークで、業界シェアトップクラスを確立。さらにお客さまの“こころ”をトータルに

サポートするために、墓石やお葬式の相談など、さまざまな事業を手がけ、多様化する
ニーズに応えています。はせがわが、お客さまに支持していただける大きな理由は、社
員一人ひとりがお客さまの声に耳を傾け、思いを受け止めているから。“おかげさま”の
こころを大切にし、これからもお客さまをサポートしていきます。

祈りと供養のトータルコーディネーター として、お客さまをサポート
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永遠の別れのとき、喪主とそのご家族は、悲しみに暮れながらも、慌ただし

く葬儀を段取りし、多くの負担と不安を抱えた数日間を過ごすこととなり

ます。はせがわは、こうしたご家族の負担を軽減するサービスを提供できな

いかと、2007年からお葬式ご相談・ご紹介サービス事業を開始しました。

はせがわの「喪主サポートサービス」は、お葬式の専門家「葬祭カウンセ

ラー」がお葬式の事前の相談から式中式後まで、さまざまな場面で適切なア

ドバイスを行い、喪主とご家族の立場に立ってお葬式をお手伝いさせていた

だくサービス。お葬式が滞りなく進み、送られる人、送る人が心から満足で

きるお葬式を。それが、はせがわの願いです。

お葬式のご相談・
ご紹介サービス事業

はせがわの霊園・墓石事業は、「お仏壇だけでなく、お墓の相談もしたい」と

いうお客さまの要望にお応えするかたちで、1997年からスタート。お仏壇・

お仏具事業で築いたお客さまとの信頼から生まれた事業です。この要望に

お応えするため、独自のネットワークで全国に1,000カ所以上の霊園・墓地を

確保するとともに、お墓の設計、施工、法要まで手がけています。

お墓はご先祖の霊を祀るところであるとともに、家族の祈りや願いを受け

継いでいく場所。お墓のあり方も、時代とともに変化しています。故人への

思いをかたちにしたお墓づくりやリフォーム、さらには交通至便で参拝し

やすい納骨堂など、多様なニーズにお応えしています。 

祈りと供養
Business Outline

少子高齢化や都市化が進み、ご先祖の供

養やご家族の幸せへの祈りの場としての

寺社のあり方が変化しています。そのな

かで、地域社会にとって大切な“こころの

場所”となる寺社の維持と発展のために、

はせがわグループは寺社サポートシステ

ムを提供しています。

はせがわは、1967年に浄土真宗本願寺派

鎮西別院・御宮殿の修復を手がけて以来、

これまでに多くの国宝・重要文化財修復

を手がけてきました。この技術とノウハ

ウを生かし、総合的なプロデュース力で

寺社の本堂の修復工事をはじめ、墓地の

整理から時代のニーズに対応する合祀墓

や納骨堂事業まで提案。“心豊かな地域社

会づくりに貢献する”それが、寺社トータ

ルサポート事業のテーマです。

お仏壇の販売・製造は、はせがわの事業の

原点。がんこに品質第一を貫く姿勢は多

くのお客さまの共感とご支持をいただき、

年間約25,000基、創業以来、約70万基以上

のお仏壇を納め、お仏壇の売上No.1の実

績を誇っています。

その秘訣は三つ。一つめは、オリジナル商

品の開発と徹底した生産管理で、高品質・

低価格を実現していること。二つめは、

1,000種類以上の豊富な品揃え。多様化す

るライフスタイルに応え、伝統的なお仏

壇から現代的なデザイン、オーダー仏壇

まで用意し、お客さまが納得されるまで

ご提案。三つめは、業界初の「品質・産地表

示」で安心と信頼という企業責任を果た

していること。はせがわは、どこまでも顧

客満足を追求しています。
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はせがわが目指しているのは、「心の平和と生きる力」を
人々が実現すること。だからこそ社員一人ひとりが成長
し、新たなサービスや商品をお客さまに提供していきた
いと考えています。そこで人事制度は、知識・技術・経験
などによる「能力」、担っている責任の大きさによる「役
割」、会社への貢献年数による「キャリア」の3本柱を
中心にしたシステムになっています。実力のある社員に
は、年齢を問わず重要な仕事を任せ、それを正当に評
価するという仕組みとなっています。人事制度と連動し
た資格制度と教育システムも整備されているので、そ
れを活用しながら、どんどん活躍の場を広げられるよ
うになっています。

“社員との縁を大切にして、みんなが安心して勤め続け
ることのできる会社でありたい”この考えに基づき、福
利厚生の充実も図っています。制度面では、一人暮らし
の独身社員を支援する独身寮貸与制度、ストックオプ
ション制度を、手当面では、家族手当や住宅手当、地域
手当を支給しています。
また、共通の趣味を持った社員同士が集まり、さまざま
なスポーツやレクリエーションを実施しています。
福利厚生については毎年、社員の要望や参加のしやす
さを考慮して見直されています。

教育研修の充実も、はせがわの大きな特徴のひとつ。
入社までに数回開催する内定者セミナーから始まり、
入社後は、基本的なビジネスマナー、専門知識などの
習得をめざす新入社員研修があります。その後は、配
属先の店舗でOJT研修。新人トレーナー制度を導入し
ており、年齢の近い先輩が皆さんをフォロー。入社1年
で一人前となれるよう、「パワーアップセミナー」も開催
しています。2年目以降も、組織運営や戦略策定を学ぶ
マネジメント講座、商品知識について学ぶ販売講座、
外部講師を招いての専門的な研修などがあり、若手社
員が積極的にチャレンジしながらキャリアアップが図
れるようになっています。

これまではせがわは、国宝や重要文化財の修復を

はじめ、多くの美術工芸品としてのお仏壇づくりに

携わってきました。創業から約１世紀、そのなかで

出会ってきた最高峰の匠の技、そして伝統工芸の

技術の粋を集めた稀少な美術作品を次代にも伝

え残すべく収集したのが「はせがわコレクション」で

す。このコレクションは東京・銀座と福岡・博多の

はせがわミュージアムで、無料で公開しています。

社内に向けては、従業員、特に女性がもっと活躍できる
ように諸制度の整備を図り、働く女性の支援を積極的
に行っています。
社外に向けては、さまざまな文化貢献活動に積極的に
取り組んでいます。世界遺産や国宝・文化財の修復事
業だけでなく、文化財保存の技術の継承にも注目。文
化財保存を担う技術者の育成に貢献することを目的
として、2007年より東京藝術大学大学院 美術研究科
文化財保存学保存修復専攻修士課程 卒業最優秀作
品に「お仏壇のはせがわ賞」を授与するなど、「こころと
技」の継承にも力を注いでいます。

活躍した人を正当に評価する
実力主義の人事制度

社員がいきいきと働けるよう
福利厚生の充実を図る

多彩な教育の場を設け、
社員一人ひとりの成長を支援

伝統工芸の技術の粋を集めた稀少な美術作品を次代に

CSR（企業の社会的責任）を
果たすためのさまざまな取り組み
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HASEGAWA Gallery グラフで見る『はせがわ』

■やりがいを感じた瞬間 ■はせがわのよいところ

■教育研修体系図

はせがわフットサルチーム

内定者レクリエーション

はせがわ野球チーム

組合レクリエーション

接遇研修　「ロープレ大会」入賞者

はせがわ賞受賞者作成風景

「はせがわ若手社員アンケートより」

仕事を任せて
もらえる
5％

あたたかい
人間関係
43％

社員への教育
23％

会社が
社員のことを
考えてくれている

20％

その他
9％お客様に

信頼してもらえる
30％

お客様に
喜んでもらえる

30％

仕事を任される
20％

お客様の
お役に立てる
10％ その他

10％

http://www.
hasegawa-web.jp/
recruit/ 

もっとはせがわを
知りたい方は

修復寺院での研修の様子


